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７月２日(木)に2･3年生対象に防犯教室が実施されました。尼崎市少年サポートセンターの少年補

導職員から、シンナーとタバコの害について

お話いただきました。

シンナーの心身に対する害について

・覚醒剤等も同様で覚醒作用が切れると脱力

感、疲労感に襲われ、その解消のため、また

ほしくなりやめられなくなるという習慣性。

・シンナーは私たちのからだ（有機物）を溶

かしてしまう強力な溶剤であること。

・シンナーの吸引によって歯が溶けたり、大

脳が萎縮したりし、幻覚、幻聴等精神的な障

害も起こすこと。

シンナーが発砲スチロールを溶かす実験

も見せていただき、シンナーの恐ろしさを実

感しました。

たばこの害について

・たばこの煙には発ガン性物質等たくさんの有害物質が含まれている

こと。

・たばこから出る煙（副流煙）には、より多くの有害物質が含まれ、

たばこを吸わない人へも悪影響を及ぼすこと。など学習しました｡

７月９日(木)に 1 年生対象に交通安全指導がありました。東警察署

の警部補から自転車の正しい乗り方について､お話いただきました。

・原則、歩道は走行しない（自転車は軽車両でバイクなどと同じ）

・車道を走るのが危険、こわいと感じるときは歩道を走ることができ

るが、

歩道を走行するときは、歩行者が最優先ということを忘れないこと。

歩行者に対して後ろからベルを鳴らすなどしない

・歩行者と事故を起こした場合、道路交通法違反で罰せられる

自転車を運転するときの心得として、やさしい運転をこころがけるよ

うお話がありました。

7月８日(水)に３年生対象に性教育学習がありました。講師の末包博昭 氏（末包クリニック院長）

に｢思春期の生と性｣というテーマでお話いただきました｡

3 年生は家庭科の育児の時間に赤ちゃん人形をだ

っこして、生まれたての赤ちゃんの大きさと重みを

実感しています。自分たちも生まれたときは、歩く

こともしゃべることもできず、大切に育てられ、大

きくなったのだということも分かったことと思いま

す。

生徒たちが自分の心とからだ、また、パートナーの心とからだを大切にできる大人に成長してほしいと

願っています。

7月２日(木)に地区懇談会を開催しました｡市教育委員会生徒指導担当梅林係長、青少年愛護担当の

先生方と補導員の皆様、小学校の校長先生と生徒指導担当の先生とＰＴＡ会長にご参加いただき、本

校の先生とＰＴＡ会員とともに、夏休みの過ごし方や携帯電話について、意見交換しました｡また､

補導員の方から、各地域の状況について､報告いただきました｡

〇携帯電話について

携帯電話やパソコンの活用は避けて通れない時代です。禁止するだ

けではなく、情報モラルの育成､情報の正しい選択､トラブルの回避や

対処法､相談窓口の周知等を学校から発信しながら、家庭や地域と連携

し取り組んでいくことを確認しました｡

〇夏休みに向けて

社会全体が遅くまで活動している環境ですが､健康で暮らすには規

則正しい生活習慣が第一です｡夏休みは各ご家庭で「早寝早起き朝ごは

ん」を心がけ､規則正しい生活を送ってください｡

夕食時の忙しい時間帯に多くの皆様にご参加いただき､感謝してお

ります｡夏休みにはご家庭と地域に子どもたちをお返しいたしますの

で､よろしくお願いいたします｡

2 年生のときも､｢いのちの大切さ｣につい

て教えてもらったのですが､今回の講演は､3

年生なので少し現実的な所も教えていただ

きました｡

相手の要求だけで､自分自身を棒に振っ

て､結局､自分だけが後悔することは、あって

はならないことだと思いました｡特に女の子

は胎児を産むための体が備わっていて､子ど

もを育てることはそれなりの覚悟がいるの

で､気をつけないといけないなと思いまし

た｡

相手がどうであろうと､自分というのは一

人なので､しっかりわきまえて行動すること

が重要だということを学びました｡

（保健委員長 清水さんのお礼の言葉より

抜粋）

たばこを人形に吸うと、肺

に見立てたペットボトル

の中の綿が茶色く変色


